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SETについて
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【Mission（どんな社会を創りたいか？） 】
⼀⼈⼀⼈の「やりたい」を「できた」に変え、⽇本の未来に対して、「Good」な「Change」が起こっている社会を創る！

【 Vision（そのためにSETは何をするか？） 】
人口が減るからこそ、豊かになる人づくり、まちづくり、社会づくりを行う

これからの時代を生きる20代、30代の私たちが当事者として取り組む

【組織概要 】
設 立｜2011年3月13日（2013年6月18日に法人化）
運 営｜128名（首都圏の大学生、社会人、現地組）
活動地域｜陸前高田市（原点：広田町）、岩手町、葛巻町、一戸町、八幡平市、東京

雇用｜正規雇用 15名、非正規雇用 10名
理事｜7名（内3名は会社経営者）
経常収益｜約7853万円



SET事業概要
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暮らし事業

研究事業

交流事業

【交流部】
多地域、多世代の⼈材交流を通して、気づきや学び、
⾏動変容を醸成する。町のファンを増やし続ける。

関係⼈⼝創出事業（CMSP）/地域⼈材育成（⾏政職員
研修、企業研修）/⺠泊修学旅⾏誘致

【暮らし部】
⼈⼝減少社会への価値観のシフト、暮らしの探求・実
践。環境へのアプローチ。

Change Makers ʻCollege（4ヶ⽉間の成⼈学校、⽇本
版フォルケホイスコーレ）/コミュニティビジネス

【研究部】
新しい⼈、町、社会のあり⽅の研究・提⾔。

社会インパクト評価/研究プラットフォーム形成



調査概要
• 調査名 ：2022年度SET全体調査
• 調査期間：2022/7/9-8/9
• 調査対象：NPO法⼈SETの理事・社会⼈正会員（S組）・

学⽣正会員（S組）・社会⼈賛助会員（E組）・
学⽣賛助会員（E組）・ボランティア会員（T組）

• 回答者数：77名
• 調査⼿法：Questantを⽤いたアンケート調査
• 調査⽬的：コミュニティ・組織に対するメンバーの意識や

個⼈のwell-beingなどを様々な⾓度から
調査することによってSETの状態を数値化し、
より良い組織づくり・事業づくりに役⽴てること。
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本報告書の⽬的
• SETメンバーの幸福感について把握する
• 特に、幸福感に影響を与える事項を探索する
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＜幸福感に着⽬するのは…＞

• SETで活動するほど、関わる⼈が幸せになってほしい、という願いがあるから

• 幸福感が⾼まることは、ライフ、ワークの両⽅にいいことだらけだから(前野)
例）幸福度が向上すると⽣産性や創造性が向上し、⽋勤率や離職率が減少

幸福度が⾼い⼈は、寿命が⻑く、友⼈も多く、友⼈の多様性も⾼く、
利他的で、⾃⼰肯定感・⾃⼰有⽤感・⾃⼰受容も⾼い



分析⽅法
• 分析⼿法 ：
• 被説明変数：
• 説明変数 ：

※被説明変数、説明変数は因⼦ごとに重回帰分析を⾏った
※基礎質問として、説明変数に「活動時間」「活動歴」「性別」
「年齢」を加えたうえで重回帰分析
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重回帰分析
幸福感の因⼦
コミュニティキャピタルの因⼦、 マインドセッ
トの因⼦、多様性適応⼒の因⼦、⼼の状態の因
⼦、体験や経験についての質問



v

v

幸福感の因⼦1/2
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主観的幸福感

⼈⽣満⾜度尺度

⾃⼰肯定感

• 全体として、普段あなたはどの程度幸せですか？
（「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点で回答）

• ほとんどの⾯で、私の⼈⽣は私の理想に近い 
• 私の⼈⽣は、とてもすばらしい状態だ 
• 私は⾃分の⼈⽣に満⾜している 
• 私はこれまで、⾃分の⼈⽣に求める⼤切なものを得てきた
• もう⼀度⼈⽣をやり直せるとしても、ほとんど何も変えないだろう

• 私は⾃分⾃⾝に満⾜している
• ⾃分は役に⽴たないと強く感じる
• ⾃分には⻑所がある
• 私は⼈並みの能⼒がある
• ⾃分はダメな⼈間だと思うことがある
• 今の⾃分が好きだ



v

v

幸福感の因⼦2/2＜幸せの四因⼦＞
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やってみよう因⼦
（⾃⼰実現と成⻑の因⼦）

• 私は有能である
• 私は社会の要請に応えている
• 私のこれまでの⼈⽣は、変化、学習、成⻑に満ちていた
• 今の⾃分は「本当になりたかった⾃分」である

• ⼈の喜ぶ顔が⾒たい
• 私を⼤切に思ってくれる⼈たちがいる
• 私は、⼈⽣において感謝することがたくさんある
• 私は⽇々の⽣活において、他者に親切にし、⼿助けしたいと思っている

• 私はものごとが思い通りにいくと思う
• 私は学校や仕事での失敗や不安な感情をあまり引きずらない
• 私は他者との近しい関係を維持することができる
• ⾃分は⼈⽣で多くのことを達成してきた

ありがとう因⼦
（つながりと感謝の因⼦）

なんとかなる因⼦
（まえむきと楽観の因⼦）

あなたらしく因⼦
（独⽴とマイペースの因⼦）

• 私は⾃分のすることと他者がすることをあまり⽐較しない
• 私に何ができて何ができないかは外部の制約のせいではない
• ⾃分⾃⾝についての信念はあまり変化しない
• 経営・運営の判断を頻繁に切り替え過ぎない



v

v

v

コミュニティキャピタルの3因⼦
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理念共感と
貢献意欲

⾃⼰有⽤感

居⼼地の良さ

• この団体に貢献したい
• この団体が⽬指していることを、⾃分も⼀緒に担っていきたい
• この団体に所属していることを誇りに思う
• この団体の活動理念に共感している

• ⾃分はこの団体に⽋かせない存在だ
• ⾃分はこの団体の中で重要な役割を任されている
• ⾃分がこの団体に役⽴っていると思う
• この団体は、私のことを必要としてくれている

• この団体は、居⼼地がよい
• この団体の仲間といると落ち着く
• この団体のメンバーと⼀緒に活動することが楽しい
• この団体のメンバーとの関係は良好だと思う

コミュニティ感覚（Sense of community：Sarason 1974）に基づいた
集団内のソーシャルキャピタル（社会関係資本）の尺度



マインドセットの因⼦

• 社会的信頼
• ポジティブサム思考
• 成⻑思考
• 希望
• ⼈間関係思考
• レジリエンス
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点数が⾼いほど…
⼀般的に他者を信頼している
相互に協⼒することで豊かになれると感じている
能⼒や特性は努⼒次第で向上できると考えている
努⼒すれば未来は変えられると思っている
他⼈との関わりが⼤事だと思っている
困難に直⾯しても乗り越えられると感じている



多様性適応⼒の因⼦

• 個性を発揮する⼒
• 挑戦意欲
• 俯瞰⼒
• 創造⼒
• 利他精神
• 許容⼒
• 信頼関係構築⼒
• コミュニケーション⼒
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点数が⾼いほど…
集団内で個性や良さを発揮できると感じている
挑戦することは⼤切で、挑戦できると感じている
俯瞰することは⼤切で、俯瞰できると感じている
⾃由な発想は⼤切で、アイデアを出せると感じている
周りの⼈に配慮し、組織に貢献していると感じている
他者との違いを受け⼊れ、うまくやれると感じている
信頼関係を構築し、⽀え合って進められると感じている
考えを正しく伝え、理解することができると感じている



⼼の状態の因⼦

• （⾮）抑うつ傾向
• （⾮）孤独感
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点数が⾼いほど…
抑うつ傾向が低い
孤独を感じていない

体験や経験についての質問

• 誰かに⾃分の本当の想いを話したことがあるか
• 誰かの本当の想いを聞いたか

点数が⾼いほど…
話したことがある
聞いたことがある



分析結果
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SETの活動で培われた【コミュニティキャピタル】【マインドセット】【多様性適応⼒】
が幸福感の因⼦7つ全てに有意にプラスの影響を与える
特に、＜居⼼地の良さ＞＜レジリエンス＞＜挑戦意欲＞＜許容⼒＞＜信頼関係構築⼒＞は
幸福感の因⼦7つ全てに有意にプラスの影響を与える

分析結果サマリー①
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v⼈⽣満⾜度尺度

v主観的幸福感

v⾃⼰肯定感

v幸せの四因⼦

v

【幸福感】

v居⼼地の良さ
v

【コミュニティキャピタル】

レジリエンス

【マインドセット】

v許容⼒v挑戦意欲

v信頼関係構築⼒

v

【多様性適応⼒】



分析結果
サマリー

②
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※数字は回帰係数、⻩⾊：p<0.05 、うすだいだい：p<0.1
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幸福感とコミュニティキャピタル①

v v

v

v
v

v

v

v

＜理念共感と貢献意欲＞
• 「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に

有意なプラスの影響を有する
＜⾃⼰有⽤感＞
• 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」「ありがとう因⼦」「なんと

かなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する
＜居⼼地の良さ＞
• 「主観的幸福感」「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やってみよ

う因⼦」「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく
因⼦」に有意なプラスの影響を有する



幸福感とコミュニティキャピタル②
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※数字は回帰係数、⻩⾊：p<0.05、うすだいだい：p<0.1
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幸福感とマインドセット①-1

v v

v

v

v

v

v

v

v

v
v

＜社会的信頼＞
• 「主観的幸福感」「⼈⽣満⾜度尺度」「やってみよう因⼦」「あり

がとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意な
プラスの影響を有する

＜ポジティブサム思考＞
• 「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」「なんと

かなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する
＜成⻑思考＞
• 「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」「ありが

とう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意なプ
ラスの影響を有する
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幸福感とマインドセット①-2

v

v

vv

v

v

v
v

v

v

v

＜希望＞
• 「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」

「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく因
⼦」に有意なプラスの影響を有する

＜⼈間関係思考＞
• 「⼈⽣満⾜度尺度」「やってみよう因⼦」「ありがとう因⼦」

「あなたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する
＜レジリエンス＞
• 「主観的幸福感」「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やっ

てみよう因⼦」「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あ
なたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する



幸福感と
マインドセット

②
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※数字は回帰係数、
⻩⾊：p<0.05、
うすだいだい：p<0.1



特定⾮営利活動法⼈SET/ Copyright© All Rights 
Reserved 22

幸福感と多様性適応⼒①-1

v

v v

v

v

v
v v

v

v
v

＜個性を発揮する⼒＞
• 「主観的幸福感」 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」「ありがと

う因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意なプラ
スの影響を有する

＜挑戦意欲＞
• 「主観的幸福感」「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やってみよ

う因⼦」「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく
因⼦」に有意なプラスの影響を有する

＜俯瞰⼒＞
• 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」「ありがとう因⼦」「なんと

かなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する
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幸福感と多様性適応⼒①-2

v

v

v

v

v

v

v

v

v

v
v

＜創造⼒＞
• 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」「ありがとう因⼦」「なんと

かなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する
＜利他精神＞
• 「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」「ありが

とう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意なプ
ラスの影響を有する

＜許容⼒＞
• 「主観的幸福感」「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やってみよ

う因⼦」「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あなたらしく
因⼦」に有意なプラスの影響を有する
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幸福感と多様性適応⼒①-3

v v

v

v
v

v

v

＜信頼関係構築⼒＞
• 「主観的幸福感」「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やっ

てみよう因⼦」「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あ
なたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する

＜コミュニケーション⼒＞
• 「⾃⼰肯定感」 「やってみよう因⼦」「ありがとう因⼦」「な

んとかなる因⼦」「あなたらしく因⼦」に有意なプラスの影響
を有する



幸福感と
多様性適応⼒

②
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※数字は回帰係数、
⻩⾊：p<0.05、
うすだいだい：p<0.1
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幸福感と⼼の状態①

v

v

v

v

v

v

v

v

v

v

＜（⾮）抑うつ傾向＞
• 「主観的幸福感」「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やっ

てみよう因⼦」「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あ
なたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する

＜（⾮）孤独感＞
• 「主観的幸福感」「⼈⽣満⾜度尺度」 「⾃⼰肯定感」 「やっ

てみよう因⼦」「ありがとう因⼦」「なんとかなる因⼦」「あ
なたらしく因⼦」に有意なプラスの影響を有する



※数字は回帰係数、⻩⾊：p<0.05、うすだいだい：p<0.1

幸福感と⼼の状態②
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v

＜誰かに⾃分の本当の想いを話したことがあるか？＞
• 「⼈⽣満⾜度尺度」「あなたらしく因⼦」に有意なプラスの影

響を有する

＜誰かの本当の想いを聞いたか？ ＞
• 有意にプラスの影響を有するものはなかった
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幸福感と体験や経験について①
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幸福感と体験や経験について②

※数字は回帰係数、⻩⾊：p<0.05、うすだいだい：p<0.1



考察
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＜居⼼地の良さ＞＜レジリエンス＞＜挑戦意欲＞＜許容⼒＞＜信頼関係構築⼒＞といった
価値観がSETで重要視されているのかもしれない。
だからこそ、これらの因⼦が幸福感の因⼦7つ全てに有意にプラスの影響を与えたと考える
こともできるのではないか。

SETで重要視されている価値観の予想
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v⼈⽣満⾜度尺度

v主観的幸福感

v⾃⼰肯定感

v幸せの四因⼦

v

【幸福感】

v居⼼地の良さ
v

【コミュニティキャピタル】

レジリエンス

【マインドセット】

v許容⼒v挑戦意欲

v信頼関係構築⼒

v

【多様性適応⼒】



主観的幸福感を⾼める
コミュニティキャピタル因⼦の⽐較
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＜先⾏研究より＞
• 「理念共感と貢献意欲」「⾃⼰有⽤感」が主観的幸福感を⾼め

る（川⻄, ⽥村, 孫, 2017）
• 「⾃⼰有⽤感」「居⼼地の良さ」が主観的幸福感を⾼める（孫, 

⽥村, 川⻄, 2022）

<2022年SET全体調査より>
• 「居⼼地の良さ」が主観的幸福感を⾼める
→先⾏研究に裏付けられる結果が出た



今後の課題
• 幸福感の因⼦に影響を与える因⼦が、なぜ、どのように作⽤し

ているのか、はアンケート調査ではわからなかった
→インタビュー調査など質的調査が必要

• 有給ー無給か、S組ーE組ーT組か、岩⼿在住ーそれ以外の地域
在住か、など多様なSETメンバーの状況を踏まえたうえで、違
いがあるかまでは分析できなかった
→複数年のアンケート調査を⽤いて⺟数を増やして量的な分析、

インタビュー調査など質的調査が必要
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